
チャリティ講演会　

作家が語る被災地と＜あしたの本＞

	 2011 年 7 月 2日（土）14：00-16：00
	 ゲートシティホール（ゲートシティ大崎）
												対象	 	 中学生以上
	 入場料　	 500 円以上おいくらでも
	 （入場料収入は全額被災地支援活動に充当させていただきます）

お申し込み方法：6月 29 日必着

①	往復はがきの場合

　	返信ハガキにご住所をご記入の上、希望参加人数をお書き添えください。

　	宛先　〒 103-0026　東京都中央区日本橋兜町 20-3　日本ペンクラブ「あしたの本講演会」係行

②	E-mail でお申し込みの場合

　	件名に「あしたの本講演会参加希望」と書いて、

　次のアドレス宛にお送りください。secretariat03@japanpen.or.jp

主催：　　子どもたちへ＜あしたの本＞プロジェクト・チーム

	 　社団法人日本ペンクラブ

	 　	社団法人日本国際児童図書評議会（ＪＢＢＹ）

	 　財団法人日本出版クラブ・

　　　　　財団法人出版文化産業振興財団（ＪＰＩＣ）

協力：　　ゲートシティ大崎

アーマット・リザ・アーマット・カルーディン

（国際児童図書評議会ＩＢＢＹ会長）

子どもたちのためにできること

角野栄子（作家）
大震災後に作家として考えたこと

柏葉幸子（作家）
被災地盛岡から童話作家としての提言

斎藤純（作家）
被災者支援の現地ＮＰＯ活動から

里中満智子（マンガ家）
「マンガジャパン」の支援活動など

中村敦夫（作家・俳優）
新刊『簡素なる国』から震災後への提言

森絵都（作家）
被災地ボランティアで感じたこと

司会：　野上暁　

（日本ペンクラブ理事・「子どもの本」委員長）

出演者 〈あしたの本〉プロジェクトは、本を通じて被災地の子どもたちを支えます


